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鳥
や

魚

も

すみや
す い

足 立に

区では、より 良い爾墻づくりのため 、様々

な瑠墻調査を 行っています。そのーつとし て、

野鳥や川の鋤の生息爾査かあります。

今年麦の野鳥銅壷は、昨年5 月と今年1 月の2 回、荒川の堀切橋

から鹿浜橋まで8. 4km区間の河川敷を徒歩で観察し、確認する方法で

行いました。鴦の調査は、昨年9 月に荒川、中川、毛長川。垳川、

花畑川の5 河川で投網、タモ網、豹りなどにより捕慶し、確認する

方法で行いました。

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

1
0年
度
生
物
生
息
調
査

野
鳥
調
査
結
果

5
月
に
確
認
で
き
た
烏
は
2
4種
類
・
7
1
5

羽
、1
月
で
は
3
2種
類
・
2
千
4
5
1羽

と
、
冬
季
に
多
く
の
烏
が
飛
来
し
て
き

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
年
間

で
は
4
2種
類
、3
千
1
6
6羽に
の
ぼ
り
、

ユ
リ
カ
モ
メ
、
ム
ク
ド
リ
、
オ
ナ
ガ
ガ

モ
、
ツ
グ
ミ
、(
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
、
コ

ガ
モ
、(
ク
セ
キ
レ
イ
、
オ
オ
ジ
ュ
リ

ン
、
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
、
カ
ワ
ウ
が
、
確

認
数
の
多
か
っ
た
上
位
1
0種
類
と
な
り

ま
し
た
。

▲ コガモ

▲ オナガガモ

魚
類
調
査
結
果

今
年
度
は
、調
査
開
始
(
昭
和
5
4年
)

以
来
最
も
多
い
1
8種
類
を
確
認
で
き
ま

し
た
。
河
川
別
で
は
、
毛
長
川
が
了
種

類
で
最
も
多
く
、
荒
川
が
6
種
類
、
中

川
と
花
畑
川
が
そ
れ
ぞ
れ
5
種
類
、
哘

川
が
3
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

花
畑
川
で
は
今
年
度
も
小
型
の
魚
を
捕

食
す
る
ブ
ル
ー
ギ
ル
が
4
匹
捕
竄
さ
れ
、

在
来
種
へ
の
影
響
が
謦
心
さ
れ
ま
す
。

▲ ジュズカケハゼ

▲ オイカワ

鳥類調査結果

魚類調査結果

問い合わせ

環境課調査担当
3880- 5375

私たちの憩いの場所にもなっている水辺には、こんな

にもいろいろな烏や魚が生活しています、暖かな日にバ

ードウォッチングを楽しみながら、身のまわりの自然や

環境にもう一度目を向け、どうしたら生き物や自然にや

さしい暮らしができるか、もう一度考えてみませんか、

『
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
選
挙
で
す
』

明
日
4
月
1
1日
(日
)は
、

東
京
都
知
事
選
挙

投
票
時
間
=
午
前
7
時
～
午
後
8
時

《
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
》

今号の主な内容

2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
介
護
保
険
○
&
A
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
　
　
　
　
　

健
康
術
/
自
転
車
放
圖
禁
止
区
域

4
・
5
面
▽
春
う
ら
ら
公
園
散
歩
I
特
色
の
あ
る
公
園
編

6
・
7
面
》
く
ら
し
の
情
報
/
掲
示
板
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
み
ん
な
の

ぺ
I
ジ

B
面
▽
▽
▽
い
こ
い
の
場
所
を
た
す
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
ス
ヶ
ツ
チ
あ
だ
ち

第
3
3回
足
立
区
展
作
品
募
集

日
程
等
日
表
―

規
定
卜
表
2
(
個
人

作
品
に
限
る
)

対
象
卜区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方

費
用
卜
洋
画
・
彫

刻
…
I
点
2
千
円
/
書
道
・
写
真
=
・
―

点
千
円

※
中
学
生
以
下
、
障
害
者
の

方
は
無
料

申
込
卜
所
定
の
申
込
書
に

記
入
の
う
又
、
作
品
搬
入
日
に
各
会
場

で
受
け
付
け

※
申
込
癆
は
、
文
化
振

興
係
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
公
社
各
施
設
に
あ
り
ま
す

問

先
日
文
化
振
興
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

表1　 区展日程

※ 印の日程の 最終巳は午 後ら陋ま で

表2　 区展出品規定ス
ト
ッ
プ
!

タ
バ
コ
・
空
き
缶
・

紙
く
ず
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

犬
の
ふ
ん
の
放
置

問
先
=
地
域
振
興
課
美
化
推
進

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室

小
学
生
コ
ー
ス
と
幼
児
コ
ー
ス

・
小
学
生
コ
ー
ス

日
時
卜
6
月
2
日
～
7
月
7
日
の
毎
週

水
曜
日
(
計
6
回
)
、
午
後
3
時
～
5
時
3
0

分

対
象
卜
区
内
在
住
で
、
ぜ
ん
息

盍
靂

中
の
小
学
生

官
員
日
4
0人

胴
幼
児
コ
ー
ス
(
保
護
者
同
伴
)

日
時
日
6
月
9
日
～
3
0
日
の
毎
週
水
曜

日
(
計
4
回
)
、午
後
3
時
～
4
時
3
0
分

対
象
日
区
内
在
住
で
ぜ
ん
息
を
治
療
中

の
未
就
学
児
(
3
歳
～
―
歳
)
定
員
卜

1
0人

-

い
ず
れ
も
I
I
I

場
所
日
う
き
う
き
館
費
用
H
無
料

申
込
卜
電
話
申
込
期
間
卜
4
月
1
2
日
～

1
6日

※
後
期
は
1
0・
1
1月
に
千
住

温
水
プ
ー
ル
で
開
催
予
定
(
小
学
生
コ

ー
ス
の
み
)

申
・
問
先
卜
公
害
補
償

係

し
お
ば
ら
キ
ャ
ン
プ
'
9
9

ぜ
ん
息
児
の
た
め
の
キ
ャ
ン
プ

期
間
卜
7
月
2
6
日～
3
0
日
の
t
泊
5
日

場
所
H
塩
原
林
間
学
園

対
象
卜区
内

在
住
で
小
学
1
年
生
卜
中
学
1
年
生
の

ぜ
ん
息
児

内
容
卜
空
気
の
き
れ
い
な

環
境
で
、
ぜ
ん
息
の
学
習
、
腹
式
呼
吸

な
ど
の
た
ん
れ
ん
療
法
の
習
得
、
水

泳
・
(
イ
キ
ン
グ
ーレ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
運
動
療
法
定
員
卜
1
0
0
人
程

度
(
応
募
者
多
数
の
と
き
は
重
症
度
・

こ
れ
ま
で
の
参
加
回
数
等
を
磐
罰
断

し
て
選
考
)
費
用
H
無
料
申
込
日

直
接
窓
口
へ
申
込
期
間
川
4
月
2
6
日
～

2
8日

申
・
問
先
卜
公
害
補
償
係

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

8
0歳
で
2
0本
の
歯
を
保
と
う

期
間
卜
1
2
年
3
月
3
1
日
ま
で
場
所
日

区
内
実
施
歯
科
医
院
対
象
卜
4
0
歳
～

6
0歳
ま
で
の
区
民

※
節
目
健
診
に
お

け
る
歯
周
詞
予
防
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け

た
方
、
お
よ
び
現
在
歯
ぐ
き
が
は
れ
て

い
る
な
ど
の
急
性
症
状
が
あ
る
方
は
除

く

内
容
日
歯
周
訶
等
の
検
査
(
歯
ぐ

き
や
歯
石
の
チ
ェ
ッ
ク
)

定
員
日
千

人
(
先
着
順
)

費
用
卜
無
料

申
込
卜
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
(

フ
リ
ガ
ナ
)
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
・
「
歯
周
訶
健
診
希

芦

と
明
記

※
後
日
、
受
診
票
と
案

内
を
送
付

申
・
問
先
卜
保
健
予
防
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
―
-
1
7
-
1

糖
尿
病
予
防
教
室
(
2
日
制
)

検
診
結
果
を
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る

日
時
卜
4
月
2
2
日
團
・
2
8
日
團
、午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
日
成
人

健
康
診
査
(
区
内
医
療
機
関
実
施
)
を

受
け
た
方

※
受
講
時
に
成
人
健
診
結

果
票
を
痔
参

内
容
卜
1
日
目
-
:医
師

・
栄
餐
士
に
よ
る
講
義
、
グ
ル
ー
プ
ワ

I
ク
2
日
目
:生
活
と
運
動
に
つ
い

て
の
講
義
と
実
技

定
員
卜
4
0人(
先

着
順
)

申
込
日
電
話

場
・
申
・
問

先
日
中
央
本
町
保
健
相
談
所

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

2
級
課
程
(
第
1
回
)
1
3
0時
間
コ
ー
ス

日
程
卜
5
月
2
0
日
～
6
月
2
8
日
対

象
トホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
こ

と
秬
希
望
す
る
方
お
よ
び
既
に
働
い
て

い
る
方
で
、
講
習
全
日
を
受
講
で
き
る

区
民

定
員
目
6
0人
(
一
般
分
3
0人
、

家
政
婦
紹
介
所
等
推
罵
分
3
0人
)

公

開
抽
選
卜
4
月
2
3日
窗
、午
前
1
0時
(
区

役
所
中
央
館
4
階
会
議
室
)

※
結
果

は
全
員
に
通
知
し
ま
す

費
用
H
テ
キ

ス
ト
代
1
万
5
0
0円
、
実
習
費
2
千
円

申
込
卜
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
職
業
・
電
話
番
号
・
生
年
月

日
・
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
受

講
希
屏

と
明
記

期
限
卜
4
月
2
0日

必
着

申
先
日
高
齢
福
祉
計
画
係

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
I

問
先
日
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

登
(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

子
育
て

真
っ
最
中
の

あ
な
た
へ

夫
や
子
供
と
の
関
係
に
イ
ラ
イ
ラ
し

て
、
子
供
に
あ
た
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?
　

子
供
と
離
れ
て
、「
お
母
さ
ん
」か
ら

「
あ
な
た
自
侭
に
戻
っ
て
話
し
ま
し
ょ

う
。

内
容
卜
月
1
回
程
度
の
グ
ル
ー

プ
相
談
(
保
育
あ
り
)

費
用
卜無
料

申
込
日
電
話

場
・
申
・
問
先
日
東
和

保
健
相
談
所゙

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

予
防
接
種
を
う
け
ま
し
ょ
う

感
染
症
が
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、

訶
気
か
ら
子
供
を
守
る
た
め
、
予
防
接

種
は
大
切
で
す
。

予
防
接
種
法
で
は
接
種
の
対
象
年
齢

と
標
準
接
種
年
齢
を
決
め
て
い
ま
す
(

表
2
)
。
標
準
接
種
年
齢
の
方
に
は
住

民
登
録
を
し
て
い
れ
ば
、
区
か
ら
通
知

が
届
瀲
歪
す
の
で
お
待
ち
く
だ
さ
い

。

な
お
、
法
律
に
よ
る
対
象
年
齢
の
範
囲

内
で
あ
れ
ば
無
料
で
接
種
で
孝
ま
す
の

で
、
海
外
転
勤
な
ど
に
よ
ひ
標
準
接
種

年
齢
よ
り
早
く
接
種
を
希
望
百
れ
る
方
、

通
知
の
な
い
方
は
各
保
健
所
・
保
健
相

談
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
法
律
に
よ

る
対
象
年
齢
を
す
壑
手
と

、
無
料
で

は
接
種
で
或
ま
せ
ん
の
で
諧ヽ

意
ぐ
だ

さ
い
。

問
先
卜
保
健
所
・
保
健
相
談

所
(
表
―
)
貫
ほ
保
健
予
防
係

表1　 保健所・保健相談所一覧

表2　 予防接種一覧

※ 1 …風しんの小学生・中学生は法律改正の経過措置によるもので、幼児で
通知する方は対象となりません
※ 2・‥小学1 年生、中学1 年生でもツベルクリン反応陰性の方はBCG を受
けます

(親
)医
療
証
・
(乳
)医
療
証
を

お
持
ち
の
方
へ

勃
医
療
証
、
㈹
医
療
証
か
痔
っ
て
い

る
方
で
、
健
康
保
険
証
の
種
類
が
変
わ

っ
た
と
き
は
、
変
更
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
卜
新

-
証

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い

申
・
問
先
卜
児
童

医
療
係

1
1年
度
第
1
回
足
立
区
生
業
資
金

対
象
卜
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
方
/
区
内
に
1
年
以

上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民

登
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た

は
拡
充
が
目
的
/
住
民
税
を
濡
納
し
て

い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
一
人

い
る

貸
付
額
H
I
世
帯
2
0
0万円
以
内
(

予
定
利
率
0
.
4气
据
置
期
間
中
は
無
利

子
)
返
済
方
法
日
6
ヵ
月
据
置
後
6
0

回
元
利
均
等
償
還
申
込
日
申
込
書
を

窓
口
に
持
参
※
用
紙
は
4
月
1
2
日
か

ら
、貸
付
係
窓
口
、各
区
民
事
務
所
(
中

央
本
町
区
民
事
務
所
は
除
ぐ
)
、各
福
祉

事
務
所
、動
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
ま
す
申
込
期
間
卜
4
月

1
9
日
～
3
0
日
次
回
の
貸
付
(
似
慶

第
2
回
)
は
、7
月
中
旬
に
受
付
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
卜貸
付

係

願
書
配
布
中

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師
試
験

配
布
場
所
卜
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

(
表
1
)
※
▽
郵
送
受
付
…
4
月
2
6
日
～

5
月
1
2日
(
都
庁
)

マ
団
体
受
付
=

・
5
月
6
・
7
日
(
都
庁
)

▽
試
験

・
:
7月
4
日

問
先
卜
足
立
保
健
所

a
(
3
8
5
5
)
4
3
9
9
(直
通
)

千
住
保
健
所昔

(
3
a
8
)
4
2
7
7

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
:
-申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場゙
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
Q
&
A

第8 回

介
護
保
険
事
業
計
画

Q
1
2年
4
月
の
介
護
保
険
施
行
に
向

け
、
足
立
区
で
の
準
備
の
状
況
は

ど
つ
な
っ
て
い
ま
す
か
。

A
昨
年
7
月
か
ら
9
月
に
実
施
さ
れ

た
高
齢
者
実
態
調
査
の
と
n
兎
と

め
の
作
業
が
ほ
ぼ
終
わ
n
ま
し
た
。
そ

の
実
態
調
査
の
結
果
に
跟
う
い
て
、
「
介

護
保
険
事
業
計
画
」
策
定
作
業
に
と
り

か
か
っ
て
い
祟
y
。
こ
れ
は
、
要
援
護

者
等
の
状
況
把
握
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

の
量
の
把
握
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
確
保

の
検
討
、
計
画
的
な
整
假
壼
恨
死
て

の
介
護
保
険
の
事
業
費
の
見
込
み
な
ど

を
定
め
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
介
護
保
険

の
保
険
料
算
定
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
、1
1

年
9
月
に
は
中
間
報
告
、
匐
百
月

に
策
定
の
予
定
で
す
。

こ
の
計
画
は
。1
2年
度
か
ら
1
6年
度

ま
で
の
i
年
間
の
目
標
を
定
め
る
も
の

で
、3
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
嫐
歹
。

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

に
伴
い
、
足
立
区
地
域
保
健
福
祉
計
画

の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

昨
年
6
月
に
、足
立
区
介
護
保
険
事

業
計
画
作
成
委
員
会
を
設
置
、現
在
ま

で
3
回
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

会
議
の
内
容
、質
問
や
回
答
に
つ
い
て

の
議
事
録
は
、区
政
情
報
室
で
公
開
し

て
い
串
y
。ま
た
、中
間
報
告
時
に
は
、

広
聴
会
な
ど
否
開
催
し
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
、
ご
要
望
専
安
酊
画
に
反
映
す
る

予
定
で
す
。{

介
護
保
険
課
}

足立区議会
議員選挙

投票日: 4 月25日(日)

不在者投票は
3ヵ所で

※ いずれも時間は、午前8時30分～午後B時
足立区議会議員選挙のくわしいことは、4 月18
日発行の選挙特報をご覧ください

〈選 挙 管 理 委 員会 事 務 局 〉

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
6
)

「オ
ー
ル
ー
ロ
マ
ン
ス
事
件
」
以
降
、

国
や
地
方
自
治
体
に
対
し
て
生
活
環
境

の
改
善
な
ど
、
差
別
啻
y
冫
た
め
の

施
策
を
行
う

ぷ
つ
に
要
求
す
る
運
動
が
、

部
落
解
放
運
動
の
中
で
重
贊

莅

置
を

占
め
る
ぶ
7

に
な
っ
て
い
膏
稾
し
た

。

ま
た
、
学
校
な
ら
び
に
社
会
教
育
の

両
面
に
お
い
て

、
同
和
教
育
運
動
が
全

国
的
に
繰
ひ
広
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た

。

こ
う
し
て
戦
後
の
部
落
解
放
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
く
中
で

、
昭
和
3
2
年

。

同
和
問
題
の
解
決
を
図
る
総
合
的
な
対

策
を
立
て
る
ぶ
ひ
求
め
た
請
願
が
行
わ

れ

、
国
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
昭
和
3
5年
、
総
理

府
は
「
同
和
対
策
審
議
会
し
茗
逧
し
、

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、
同
和
問
題
解
決

の
基
本
的
方
策
に
つ
い
て
諮
問
が
行
わ

れ
た
の
で
す
。

諮
間
を
受
け
た
同
審
議
命
哂
和
4
0

年
8
月
に
答
申
啻
収
府
に
提
出
し
ま
し

た
。こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
同
対
審
答

申
」
で
す
。

こ
の
答
申
は
、
同
和
問
題
を
人
間
の

自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、

憲
法
に
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か

か
わ
る
課
題
で
あ
る
と
と
ら
凡
て
い
ま

す
。ま

た
、
こ
れ
を
汞
解
決
の
ま
ま
放
置

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
そ
の
早
急
な

解
決
こ
そ
国
の
貴
務
で
あ
り
、
同
時
に

国
民
的
課
題
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当
へ
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4
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

難
病
患
者
居
宅
支
援
事
業

☆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

☆
日
常
生
活
用
具
給
付

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
難
病
患
者
(

厚
生
省
特
殊
疾
病
研
究
事
業
対
象
)
の

い
る
家
庭
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

し
嫐
歹
。

※
条
件
奮
一【
た
し
て
い
る

方
で
も
状
況
調
査
の
結
果
、
派
遣
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い

・
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

次
の
用
具
を
必
要
と
し
、こ
れ
を
利

用
す
る
こ
と
で
日
常
生
活
が
容
易
に
な

る
こ
と
が
見
込
め
る
方
に
給
付
し
ま
す
。

給
付
用
具
卜
入
浴
補
助
用
具
・
便
器
・

特
殊
マ
。卜
・
特
殊
寝
台
・
体
位
変
換

器
・
特
殊
尿
器

―

い
ず
れ
も
I

対
象
日
次
の
要
件
奮
全て
該
当
す
る
方

①
区
内
在
住
で
難
病
に
か
か
っ
て
い
る

②
在
宅
療
養
が
可
觴
な
程
度
に
病
状
が

安
定
し
て
い
る

③
老
人
福
祉
法
、
身

体
障
害
者
福
祉
法
の
対
象
と
な
ら
な
い

申
・
問
先
卜
高
齢
者
福
祉
計
画
係
ま
た

は
各
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

7
0歳
以
上
の
方
へ
交
付
し
ま
す

☆
無
料
入
浴
券

☆
ゆ
～
ゆ
～
湯
入
浴
証

区
内
の
銭
湯
で
入
浴
で
き
る
無
料
入

浴
券
(
チ
ケ
ッ
ト
1
0枚
)
と
「
ゆ
～
ゆ

～
湯
入
浴
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

対

象
日
4
月
1
日
現
在
、
区
内
在
住
で
、

引
き
続
き
区
内
在
住
の
7
0歳
以
上
(
昭

和
4
年
4
月
2
日
以
前
生
ま
れ
)
の
方
(

た
だ
し
次
の
方
は
除
く
・
:高
齢
者
福

祉
手
当
の
受
給
者
/
特
別
費
護
孝
人
ホ

ー
ム
入
所
者
/
在
宅
の
巡
回
入
浴
サ
ー

ビ
ス
受
給
者
/
施
設
入
浴
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
)

内
容
川
次
の
二
つ
の
方
法
を

合
わ
せ
て
利
用
で
き
ホ
罵

マ
無
料
入
浴
券
の
交
付
(
1
0枚
)

往
復
(
ガ
キ
(
返
信
)
に
よ
り
申
請

し
た
方
へ
、6
月
末
に
郵
送
し
ま
す

▽
「ゆ
～
ゆ
～
湯
入
浴
証
」の
交
付
　

区
か
ら
送
付
す
る
往
復
(
ガ
キ
に
印

刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
。切
ひ
離
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。こ
の
「ゆ
～
ゆ

～
湯
入
浴
証
」は
浴
場
組
合
足
立
支
部

の
協
力
に
よ
り
、毎
月
第
1
水
曜
日
に

区
内
の
浴
場
で
利
用
で
き
嫐
y

※
対
象
者
に
は
、4
月
下
旬
に
往
復
(

ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
廖
す

申
・
問
先

卜
高
齢
給
付
係

保
育
の

ご
案
内

区
の
制
度
に
基
づ
い
て
次
の
よ
う
な

乳
幼
児
の
保
育
を
し
て
い
李
歹
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
に
登
録
さ
れ
て
い
る
保
育
マ
マ
の

自
宅
で
3
歳
未
満
の
お
孑
さ
ん
を
保
育

し
ホ
罵

幽
保
育
室

小
規
模
の
保
育
所
で
、
―
歳
未
満
の

お
子
さ
ん
を
保
育
し
ま
す
。

・
児
童
緊
急
-
時
保
護

保
護
者
が
出
産
、
病
気
な
ど
で
、
餐

育
に
お
困
り
の
家
庭
の
乳
幼
児
を
一
時

的
に
保
育
量
手
(

保
護
者
が
就
業
す

る
た
め
の
利
用
は
で
4
汳
せ
ん
)
。

問
先
卜
保
育
振
興
係
ま
た
は
福
祉
事
務

所
(
表
3
)

表3　 福祉事務所一覧定
例
払
い
月
で
す

福
祉
の
手
当
を

振
り
込
み
ま
す

次
の
手
当
を
4

月
2
6
ほ

」ろ
振
ひ
込

み
廖
歹
。

マ
高
齢
者
福
祉
手
当
(
1
0
年
1
2
月
～
1
1

年
1

月
分
)

▽
人
工
肛
門
用
装
具
等
購
入
費
助
成
金

▽
心
身

障
害

者

福
祉

手
当
(
区

制

度
)
・
難
病
患
者
福
祉
手
当

ま
た
、
表
4
～
6

に
該
当
す
る
方
は

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

申
・
問

先
卜
高
齢
給
付
係
、
障
害
給
付
係
ま
た

は
各
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

表4　 人工肛門用装具等購入費助成金

表5　 心身障害者福祉手当

表6　 難病患者福祉手当対象疾病

綾瀬駅 周辺の
放置自転車禁止区域

区
で
は
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m
以

内
を
自
転
車
放
置
`
霆
区
域
に
指
定
し

て
い
嫐
y
。̀
m
区
域
内
に
放
置
さ
れ

た
自
転
車
は
撤
去
し
て
自
転
車
移
送
所

に
運
び
保
管
し
て
い
嫐
y
。自
転
車
を

引
き
取
る
夂
ほ
、撤
去
料
2
千
円
を

納
め
て
い
た
だ
癶
薫
ず
。撤
去
後
冫
ヵ

月
鷺
愨
茗
と
処
分
し
廖
y
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

・
区
営
有
料
自
転
車
駐
車
場

綾
瀬
東
駐
車
場
・
綾
瀬
3
1
1
1‥一-
6
　
　
　

萱
(
3
6
0
5
)
2
5
6

芍
3

綾
瀬
西
駐
車
場
・
綾
瀬
4
-
―
-
1
1
　
　
　

登
(
3
6
2
8
)
3
9
0
7

綾
瀬
南
駐
車
場
・
綾
瀬
2
-
2
5
-
t
t先

a
(
3
8
3
8
)
2
5
0
g
)

綾
瀬
北
駐
車
場
・
綾
瀬
3
1
2
2
1
1
4
　
　
　
　

登
(
5
6
8
2
)
2

了
1
2

・
区
営
無
料
自
転
車
駐
車
場

綾
瀬
袋
幌
駐
車
場
・
綾
瀬
2
-
1
8
-
4

先圏
公
営
駐
車
場
(
都
市
活
性
化
セ
ン
タ

⊥
匯
営
)

サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
綾
瀬
・
綾
瀬
3
-
9
1
6

昔
(
5
2
4
4
)
7
3
1
3

・
民
営
駐
車
場

清
水
駐
車
場
・
綾
瀬
4
-
-
1
8

昔
(
3
6
0
5
)
8
5
6
り
`

関
口
運
輸
・
柬
綾
瀬
1
-
1
1
刀
‘

昔
(
3
6
0
3
)
8
8
1
2

ス
テ
イ
ツ
プ
ラ
ザ
ー
階
駐
輪
場
・
綾
瀬
2
-
2
2
-
1
0

昔
(
5
6
8
2
)
5
6
6
g
}

シ
ャ
ン
ブ
ル
開
発
・
綾
瀬
4
-
9
-
2
1
　
　
　
　

登
(
3
6
0
5
)
5
2
1
1

サ
イ
ク
ル
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
綾
瀬
第

丁

綾
瀬
2
-
2
5
-
7

登
(
3
8
3
8
)
1
6
3
6

・
自
転
車
移
送
所

北
綾
瀬
移
送
所
・
谷
中
―
-
8
-
1
0先

問
先
卜
自
転
車
係

※ 葛飾区でも条例により放置自転車を撤去しています

ワン ポ イント 健 康
術

【脂肪のつきにくい体に変身】

2 年目を迎えたこのコ ーナー、今年度も、社会体育主事
が担当します。さあ、こ れから の12ヵ 月「ワンポイント 健
康術」で、健康的な生 活習 慣に チャレ ンジしまし ょう。

体重の中で脂肪の占める割合

太っ てい るよ うに 見え て
も脂 肪が 少なけ れ ば肥 満
では ない

見か けは ヤセ てい て も
脂肪 の多 い人

かく れ 肥 満

体重に対する体脂肪率

□ 生活習慣病
現代人 の多くは 、社会の変
化や片寄 った生活 習慣( 運 動
不足 、栄養過多、偏 食、喫煙、
過度の飲酒など) により、生
活習慣病( 成人病 と言われて
いたも の) に悩まさ れていま
す。
糖尿 病や 高脂血 症などの病

気の多くは 、知ら ぬ間に症状
が進行し、 治癒するまでに長
い時間 がかかり ます。なって
から 治すのではなく 、毎日の
適度な 運動で予防し まし ょう。

□ 肥満と 体脂肪 の関係
よく、体 重計に乗って「太

ったJ F やせた」と人 は一 喜一
憂し ますが、肥満の定義は、
単に「体重が重い」ことではな
くて 「体 の中の脂肪率が高い
状態」を いいます。健康管理
の点 からい えば、体重ではな
くて、体脂 肪率の増減に注意
しまし ょう 。
そし て、生活習慣病 を近づ

けないた めには 、いかに体の
中に脂肪を ためない かが、大
切なキ ーポ イントとな ります。

脂肪をつけないための3 つの方法
①有酸素運動( エアロビクス) ・・・酸素を多く取り入れ
脂肪を燃やそう。( ウォーキング。ジョギング、水泳な
どを20～30分続けましょう) 〉=
( Z)筋肉運動( ウエ ートトレ ーニング) … 筋肉を 動かす;
ことにより、基 礎代 謝量を上げ脂肪を燃えやすくしま
し ょう。(自分の体 重を 使った運動= 腹筋・ 背筋な ど=j =
やダンベル運動) ゾ
③スト レッチ体操・・・筋 肉や関 節の柔軟性を高めたり

、l

けがの予防や疲労回復 のために有効です。ぺ… … …… ……

く体育課〉
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春うらら 公園散歩
特色のある公園編

いよいよ春本番Oこれからいろいろな花ばなが咲き、公園が最も

美しく、気持ちよい季鵑を迎えますO

今回は、区内の特色ある公園をとりあげました。

ぜひ、春のホカホカ陽気の中お出かけくださいO

ス
ポ
ー
ツ

①
千
住
旭
公
園

(
ラ
ジ
オ
体
操
)

千
住
旭
町
3
0
-
1

毎
潮
6

時
印

分

「
ラ
ジ
オ
伝
操
第
一

…
…
」
で
体
換
胥
始
め
る
の
は

、
太
郎

山
ラ
ジ
オ
体
操
会
の
皆
癶
兀

。
悁
陌
以

上
も
統
い
て
い
る
こ
の
均
岐
の

名
物
行

琲
で
す

。

『
太
郎
山
?

』
昔
こ
の
公

園
付
近
を

太
郎
山
と
呼
ん
だ
こ
だ
か
ら
つ
い
た

、

干
庄
旭
公
図
の
愛
称
な
の
で
す

。

皆
さ
ん
も
ち
ょ
つ
と
卜
・起
き
し
て

、

ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

②
平
野
さ
く
ら
公
園

(グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
)

平
野
1
-
2
-
2
5

皆
さ
ん
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
ご
存
知

で
す
か

。
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で

み

ん
な
で
で
淅
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
で

了
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
ボ
ー
ル

を
打
ち
2

、

ホ
ー
ル

ポ
ス
ト
に
入
れ
る
ま
で
の
打
数

を
鯉
い

惠

颱

こ
こ

平
野
さ
く
ら
公
園
で
も
、
紅
凋

木
、
匕

眤
凵
の
午
加
中
に
平
野
寿
会
の

皆
さ
ん

が
プ
レ
ー
を
楽
兄

で
い
ま

す
。

簡
単
な
ル

ー
ル
、
誰
に
で
も
で
き
る

グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
あ
な
た
も
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

豆
辞
典

公
園

の
遊
び
や

楽
し
み
方

昔
か
ら
あ
る
も
の

か
く
れ
ん
ぼ
/

お
に
ご
っ
こ
/

か
ん

け
り
/

ゴ
ム
と
び
/

い
し
け
り
/

か
ご

め
か
ご
め
/
花
い
ち
も
ん
め
/

だ
る
ま

さ
ん
か
こ
兄

だ
/

ら
ま

と

び
/
グ
リ

コ
/

ま
ま
ご
と
/

陣
取
り
/

ビ
ー
玉
/

竹
馬
/

竹
と
ん
ぼ
/
S

ケ
ン
/

大

な

わ
/
こ
水
影
口
し
/

め
ん
こ
/

ベ
ー
こ

ま
/

忠
漢
・
探
偵
/
砂
遊
び
/
妝
歩
/

フ
ラ
フ
ー
プ
/
ホ
ッ
ビ
ン

グ

最
近
の
も
の

フ
リ
ス
ビ
ー
/
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
/

じ

ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
/

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
/

ジ

ョ
ギ
ン
グ

お
も
し
ろ
い

施

設

が
あ
る

不
忠
孱
な
も
の
が
い
ろ
い
君

り
里

夕
。

屁
の
間
は
水
が
流
れ

、
た

く
さ
ん
の
1

ど

も
た
ち
か
遊
ぴ
に
蓆
汞

す
。
や

っ

尤

、
水
の
な
い
今
で
も

、
子
ど
韜

た

ち
の
歓
声
で
い
っ
ぱ
い
の

楽
し
い
公
園

で
す

。

③

下

河

原

公

園
(

怪

獣
)

東
綾
瀬
1
-
1
1
-
1
2

平
成
8
年
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
ブ

ン
し
た
下
河
原
公
闘
に
は
、
顏
9

友
る

岩
山
、
黄
金
の
玉
夲
痔
つ
凰
、
大
小
の

怪
献
、
池
の
中
の
ソ
テ
ツ
梁

な
ど
、

④

島

六

ふ

れ

あ

い

公

圃

(
水

琴

窟
)

六
月
1
-
7
-
1

皆
淘
ん

は
、
日
本
の
伝
統
的
殳

‥
文

化
の
一
つ
、
匹
琴
窟
を
ご
存
知
で
す
か
。

水
琴
窟
な

遥

の
底
に
穴
岑
空
け
、
瓶

を
伏
せ
た
形
で
地
中
に
埋
{
葷

す
。
中

に
水
を
ほ
り

、
穴
か
ら
落
ち
る
水
滴
の

響
く
舂
を
楽
し
む
も
の
で

罵

こ
の
公
園
で
は
、
手
押
し
ポ
ン
プ
で

汲
塰

よ
げ
り
れ
た
井
戸
本
命

豕
源
に
、

地
中
の
瓶
の
中
で
黍
で
ら

れ
る
、
峨
細

な
水
晋
笳
叨
く
こ
と
か
で
孝

墨
J
。

豆

辞

典

公

園
の
名
前

あ
て
ク
イ
ズ

出
稗
Ⅲ

口
糯
口

閤
高
野

㈲
蛭
沼

口
島
昵
懇

賄
野
耕
地

閇
押
部

剛

名
地

剛
叩
川
戸

川
八
百
免

剛
士

井
循
問
堀
u

浅
間
第
。
鼎
恥
杖
北

厨
子

㈲
奥
野
邑

肢
内
匠
本
町

ク
イ
ズ
答
え

9
な
ん
猖
み
冫
4
郡
Q
a
o

ぶ

哺

ユ
す
召
畠
逑
咫
郡

9
り
り
yた
Z
y

簽
題

り
割
裏
卜

冫
龍

ん
口
9
4
叫

只
呼
y
n
口
9

ぎ

だ
賄

ン
り
狸
ぷ
q
c

一つ
や

仙

客
c
公
準
し。汕

乖
覃
9
の
圉

や
G『
面

召
冴
'ぶ

冫
y
こ
巾

自
然
を
楽
し
む

⑤

神

明

水

の

森

公

園

(
む

く

の

木

広

場
)

神
明
3
-
8
-
3

垳
川
に
笋
し
て
神
明
水
の
森
公
図
の

『
む
く
の
木
広
場
u

が
あ
り
ま
す
。
垳

川
の
土
手
に
口
っ
た
人
忝
な
む
く
の
木

が
あ
る
こ
と
か
ら

れ
前
が
つ

け
ら
れ
ま

し
た
。

そ
の
ほ
か
垳
川
沿
い
に
は
シ
ロ
ダ
モ

や
ス
ダ
ジ
イ
、
ケ
ヤ
キ
、
エ
ノ
キ
な
ど

の
大
木
か
に
ら
れ
ま
す
。

郡
企
の
騒
々
し
さ
と
は
別
哄
外
…
…
…

虱
の
呑
り

、
烏
の
『

花
の
色

、
醇
筱

の

巾
に
自
然
の
心
吹
か
感
じ

れ

る
公

濶
で
す

。

⑥

前

堰

公

園
(
ユ

ー

カ

リ
)

保
木
間
2
-
1
2
・
6

ヨ

ア
ラ

」
の
像
ぶ

わ
い
ら
し
く

跨
か
れ
て
い
る
公
園

。
狹
い
と
こ
ろ
に
2
0
m

も
あ
る
ユ
ー
カ
リ
り
万
(木
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て

、
異
国
碼
緒
を
か
も
し
山

し
て
い
ま

す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
産
の
こ
の
樹
も

こ
こ
に
し
つ
か
り
根
を
お
ろ
し
、
一
生

鵤
而

自
然
や
蝶
境
に
同
化
し
て
い
ま
す
。

倒
に
近
寄
る
と
、
ユ

ー
カ
リ
の
強
い
6

り
か

滲
い

、
斯
鮮
な
気
分
に
さ
せ
て

く
れ
生

馬
豆
辞
典

公
園
で
見
ら
れ

る
生
き
物
た
ち

昆

虫
類

ト
ン
ボ

、
コ
オ
ロ
ギ
、
バ
ッ
ク

、
セ

ミ

、
チ
ョ
ウ

、
コ

ガ
ネ
ム
シ

、(
チ

、

ア
リ

、
テ
ン
ト
ウ
ム
シ

・

鳥
類

オ
ナ
ガ

、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

、
ガ
ラ
ス

、

ス
ズ
メ

、
ム
ク
ド
リ

、
ホ
オ
ジ
ロ

、
ウ

ダ
イ
ス

、
メ
ジ
ロ

、
ツ
グ
ミ

、
ツ

バ
メ

、

一

ヒ
ヨ

ド
リ

、
ヒ
バ
リ

、(
卜

防

災

⑦
関
原
中
央
公
園

(
関
原
防
災
広
場
)

関
原
2
-
1
3
-
1
2

こ
こ
は
震
災
時
に
地
域
住
民
の
初
朗

消
火
な
ど
防
災
鴟
勤
の
拠
点
と
し
て
猿

面
さ
れ
て
い
ま
す

。

園
内
に
は
4
0
t
の
捫
火
川
貯
水
栖
か

あ
り
ま
す

。

滑
り
台
の
支
柱
は
貯
沓

ン
ク
に
な

っ
て
い
て
隣
接
の
叨

入
食
邯
内
に
あ
茗

ろ
遐
機
を
通
し
て

飲
科
水
と
し
ア
必

用

さ
れ
ま
す

。

ベ
ン
チ
は
か
ま

塲
に
も
な
り
ま
す

。

⑧
柳

原
千

草
園

(
防
災
用
井
戸
)

柳
原
1
-
2
1
-
2
6

こ
こ
は
ド
町
の
庭
園
と
し
て

、
壱

心

植
物
園
と
し
て
の
特
色
泥

可

た
公
因

で

罵

吭
裁
池
は
「
舂
の
広
場
」
辺

の

庭
气

秋
・
冬
氾

だ

区
域
分
け
さ
れ

季
節
嘔
啻
演
出
し
て
い
圭

馬

「
・脱
の
啀
」
に
は
硫
れ

、
池
な
ど
が
設

け
り
れ

、
水
源
は
雨
水
や
井
戸
水
を
屁

用
し
て
い
ま
す

。

井
戸
水
は
震
災
時
に
生
活
川
水
と
し

て

尨
岐
突

た
ぷ

利
川
す
る
事
が
で

空

手

。

豆
辞
典

燃
え
に
く
い
木

イ
チ

ョ
ウ

、
イ
ヌ
マ
キ

、
コ

ウ
ヤ
マ

キ

、
ナ

ギ
、
ラ
カ
ン
マ
キ

、
ア
オ
キ

、

カ
シ
類

、
キ
ョ
ウ
チ

ク
ト
ウ

、
サ
カ
キ

、

サ
ザ
ン
カ

、
サ
ン
ゴ
ジ
ュ

、
シ
イ

、
夕

ブ

、
ツ

バ
キ

、
ト
ベ
ラ

、
ヒ
サ
カ
キ

、

ヒ
メ
ユ

ズ
リ
ハ

、
マ

サ
キ

、
マ
テ

バ
シ

イ

、
モ

ク
セ
イ

、
モ
チ

、
モ
ッ
コ
ウ

、

ヤ
ツ
デ

、
ユ
ズ
リ
ハ

歴
史
の
あ
る

⑨

白

旗

塚

史

跡

公

園

(
古

墳
)

東
伊
輿
町
3
0

郡
内
東
北
部
に
念

唯
一
の
ち
墳
で

念

「
白
旗
蛍
」
を
巾
心
と
し
た
公
司

そ
の

昔

、
源
頼
義
・
義
冢
父
子
が
奥
州

征
伐
の

際
、
源
氏
の

旗
印
で
あ
る
口
旗

を
立
て
た
こ
と
か

ら
こ
の
名
が
付
い
た

と
I
呂
わ
れ
て
い
士
子

二

心
哨
を
取
り
囲

む
池
や
流
れ

、
占
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

広
坦
な
ど
、
口
と

こ

ろ
は
盛
り
た

く
さ

ん

。
ベ
ン
チ
に
座
り

、
古
代
に
思
い
を

馳
せ
て
ほ

い
か
か
で

す
司

⑩

五

色

堤

公

園

(
五

色

桜
)江

北
2
-
8
-
4

現
在
の
江
北

。
帯
は

、「
兄
川
の
五
色

桜
」
と
呼
ば
れ
た
桜
の
名
所
で
し
た

。

叫
治
4
5年
に
東
泉
市

が
、
こ
の
桜
を
ワ

シ
ン
ト
ン
市
に
川
っ
た
謡
は
有
名
で
す

。

足
立
区
で
は

、
昭
和
5
6
年
に
区
制
5
0

周
年
を
記
念
し
て

板
の
泌

賈

を
行
い

、

こ
の
公
園
に
も
胆
帰
り
桜
か
叭
え
ら
れ

ま
し
た

。

袤
尽

叫
片
乙

年
に
建
て
穴

た

。蔵

桜
記
皿

」
は
高
饗

節

工
手
の
た

め
土

手
際
か
ら

、
こ
こ

に
移
設
さ
れ
た

も
の

で
す

。
豆
辞
典

公
園
の
四
月
の
花
た
ち

花
の
木

サ
ク
ラ

、
コ

プ
シ

、(
ナ
ミ
ズ
キ

、

レ
ン

ギ
ョ
ウ

、
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ

、
ボ
ケ

、

ト
サ
ミ

ズ
キ

、
ア
ン

ズ
、
オ
オ
デ
マ
リ

、

コ

デ
マ
リ

、(

ナ
ズ
オ
ウ

、
ヤ
マ

ブ
キ

草
花

チ

ュ
ー
リ
ッ
プ

、
バ
ン
ジ
ー
、
サ
ク

ラ
ソ

ウ

、
タ
ン
ポ
ポ

、
ス
ミ
レ

、
ナ
ノ
(

ナ

、
プ
リ
ム
ラ

、
キ
ン
セ
ン
カ

、
シ

バ
ザ
ク
ラ

、
マ
ツ
バ
ギ
ク

お
問
い
合
せ
は
公
園
緑
地
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

卒業記念に
落書き消し

ペ ン キだ らけ の子 も いる 記念 の1 枚

3
月
1
2日
の
金
畷
日

、
上
沼
山
北
『公

両
に
お
い
て

、
隣
接
す
る
区

立
八
巾
の
3

年
生
2
3人

と
畝
O
お
よ
鬩
乂
兄
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

、
透
具
の

落
度
き

消
し
と
ゴ
ミ
片
掃
を
実
男

当
日
は
召

附
き
消
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て

い
る
哥
山
雅
弘
戈
ん

卮
m

刄
の

も
と
に

、

区
公
園
緑
地
課
用

意
し
た
ペ
ン
キ
を

使
い

、
見
る
間
に
落
盲
癶
蕚
低
り
消
し

て
い
声
汞

し
た

。
乍
徙
た
ち
の

。生
懸

命
に
(
ケ
を
冦

め
る

姿
に

、
頼
も
し
さ

を
然
じ

声
し
た

。

ま
た

、
寺
川
癶
瓦

は

、
継
統
的
に
活

動
で

き
入
汞

ラ
ン
テ

ィ
ア
仲
間
4
屏̂
集

中
と
の
こ
と
で
す

。

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
さ
れ
る
方
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

〔5
月
募
集
分
〕

ご
み

啓

譖
雍

進
の
た
め
生
こ
み
処

理
磋

袤

た
は
容
器
)

の
購
人
費
の
一

便

購
入
価
叭
の
1
/
2

・
上
限
は
I

力
川
一
を
補
助
し
ま

す

。

内
容
・
巾
し
込
み
川
閣
・
・
・
4
月
2
0
日

～
5
月
扣
冂
/
台
数
・
・
3
0
卜
而
選
)
。

対
象
卜
-
j
K
内
在
0
の
力
j
コ
ン
ポ
ス

ト
化
容
酉
ま
た
は
家
庭
用
心
ご
み
処
理

譬

簗

入
す
る
力
諄
・
1
嶇
以
内
に
助
咳

夲
受

け
て
い
な
い
万

庄
I
世
帯
人
-

申
込
卜
所
・
咒
の

巾
猖
笞
よ
た
は
(

カ
キ

に

生

ご
み
処
矧

樶
圉
人
費
補
助

金
甲

戸

、
ぽ
町

氏
負

フ
リ
ガ
ナ
)
、
電
話

番
弓

、
購
入
予
疋
賤
価
お
よ
び
メ
ー
カ

ー
鳬

降
入
予
疋
a

格
を
明

記

※
附

入
前
に
印

請
く

だ
さ
い
、
7

月
・
1
0

月
・
2
月
に
も
募
染
を
予
定
し
て

い
ま

す

申
・
問
先
日
リ
サ
イ
ク
ル

推
延
・課

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
矢
本
町
1
-
1
7
1

昔
(
3
a
o
)
5
1
1
1

㈹

訪

問

西
新
井
消
防
署

地
域
の
安
全
を
め
ざ
し
て

区
内

実

災
の
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ

は
放
火
で

耳

年
々
増
加
す
る
放
火
は

西
新
井

術
防
署
眥
内
で

、
1
0年
度
に
7
1

件
罷
生
し

、
昨
年
夏
に
は
9

件
の
連
統

放
火
か

本
木
・
関
原
地
区
で
発
生
し
ま

し
た
。
こ

己

た
火
災
の
未
然
防
止
か

ら
韵
火
・
救
助
活
動
ま
で
、
2
4
時
間
ま

ち
忝
汲

害
か
ら
卜
る
の

が
消
防
河
で

す
。

新
型
ポ
ン
プ
車
が
登
場

町
年
か
ら
酉
新
井
消
防
薯
に
x
内

初

の
新
型
4
!
両
「
可
搬
式
魴
カ
ボ
ン
プ
付

き
1
0ト
ン
水
喞
車
」
が
登
場
し
J
ふ
し
た
。

防
火
水
明
の
設
丘
が
梁
し
い
住
宅
密
集

地
で

実

災
は
も
万

、
消
火
陸
の

使
え
な
い
震
災
時
に
も
威
力
夲
堯

褌
し

ま
す
。

家
庭
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

年
々
站
加
す
螽

急
車
の
出
動
件
酸

の
中
で

も
、
高
船
者
の
家
庭
内
事
畝
が

壻
そ

い
生

馬

丙
新
井
椚
防
署
で
は
、
1

軒
ず
つ
肋
間
し
て
人
施
す
る
麗

診

断
と
あ
わ
せ
て
、
応
齡
乙
か
い
忌

俗

に
は
住
宅
の
階
段
や
廊
下
な
ど
の
バ
リ

ア
フ
リ

ー
化
奮
倔
め
、
申
畝
防
止
黔
専

び
か
け
て
い
圭

飛

地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

災
劣
り
石

飛

消
防
署
と

。休
で
救

助
活
動
な
ど
尋

行
う
消
防
団
の
訓
練
指

導
も
栢
碯
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

穹
は
そ
の
呎
采
が
実
り
、
西

和
井
消
防

网
が
全
園
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
・
2
め
穴

、

消
防
庁
か
ら
表
彰
を
受
皀

ふ
し
た
。

ま
た
社
会

福
祉
施
及
や
呵

院
な
ど
で

災
告
か
悒

只

洫
荅

、
人
命
の
安
全
確

似
の
た
め
、
町
会
や
自
治
公
に
M

力
を

お
願
い
す
る
な
ど

吋

防
ふ
れ
あ
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
に
力
孥

入
れ
て

い
ま
す

。

問
先
u
西
新
井
消
防
桝
{
伊
興
9
}
-
5
-
H
)

合
(
3
8
5
3
)
0
1
1
9

▲ 特 別 養護 老人 ホ ーム( 足 立 翔裕園) での 救 助訓 練

学
校

アル

バ

ム

宮城小学校
宮城1- 27- 25

【
教
育
目

標
】

人
冊
荷
咀
の
粘
神
を
m

と
し

、
。乍

す

廓

び

則
ち
こ
れ
か
ら
の
時
代
と
社

会
の

魯

呎
婆

化
に
主
体
的
に
対
応
で

き
る

、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た

人
間
件
蓖
か
な
児
童
の

弯
呎
黔
口

指
し

、

次
の

卩
唳
を
殿
定
す
る

。

な
か
よ
く
　

元
気
に
　
欠

腿
つ
　

宮
城
の
了

【
沿

革
】

▽
大
正
1
4
年
8

月

江
北
小
学
校
分

教

劣
と
し
て
設
甦
)

昭
和
2
2
鄒
4

川

幺
城
小
学
校
と
し
て

刀
町
開
校

い
昭

和
2
4
年
6
月

校
合
切
改
築
工
事

※

以
後

、
昭
和
4
9
吊
5
月
ま
で
川
改
築

▽
平
成
3

年
4
月

区
国
際
型
解
教
育

推
進
校
・
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
力
校
に

桁
』足

マ
平

成
8
年
4

月

心
障
学
破

開
設

▽
平

成
8
年
1
1
月

創
立
5
0周

年
記
念

▽
平
成
9

吊
9
月

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
室
設
世
v

平
成
9

年
H
月

姉
妹
校
(

群
馬
県
宮
友
小
学
校
)
交
流

会

卜
)欒
虞
H
年
3

月
末
現

在

卒
業

生
総
数
8
千
7
4
2人

▽
平
成
1
1年
3

月

現
在
1
5
学
級

、
辺

霰
9

人

【
并
廴
辿

雄
校
長
先
生
か
ら
】

叫
Ⅲ
川
と

荒
川
に
囲
書
れ
た

、
南
北

約
1

㎞
・
朿
・西
約
2

㎞
の
恥
里

つ
な

小
む
・
宮
城
の
地
に
念

、
唯
一
宗

学
校
互

夕
。
群
馬
県
宮
城
村
立
宮
城
小

学
校
と
の
姉
妹
校
交
流
を
符
已
に
し
た

い
と
思
い
ま
す

。

江南中学校
宮城1- 8- 4

【
教
育
目
標
】

倹
に
定
め
ら
れ
た

教
斤
の
目
的
や
東

京
鄙
孜
贊
委
○
会

、
足
ヤ
ー区
教
育
委
卜

余
の

教
弯
口
原
お
よ

び
指
導
指
針
牙

ふ

ホ
凡
、
人
間
諄
磴
の

蚋
呻
岑
低

調
と
し

て
、
太
校
の
乍
狸
や
地

敏
の
実
態
に
即

し
て
、
次
の
囗
摩
汳

疋
営

。

①
健
康
で
は
つ
ら
つ

と
沁

生
徒

そ
心

登
か
で
親
切
な
生
徒

ぶ
積
極
的
に
仕
事
に
収
糾
み
協
力
で

き

ま盂

綏

を
も
っ
て
計
固
的
に
学
習
す
る

牛
狂

【
沿
革
】

▽
昭
和
石
f
1
2
月

第
八
中
学
校
分
校

と
し
ア
烝

譱

▽
昭
和
2
8半
4

月

江

南
巾
学
校
と
し
て
分
離
開
校

〉
叫
和

3
4年
9
月

新
田
中

学
校
分
離
開
校

▽
昭
和
4
2
年
5
月
第
1
刈
鉄
励
校
工
‥

改
築
禀
以
後
、
昭
和
5
1
年
3
月
ま
で

校
舎
改
築
ワ
平
成
5
年
1
0
月
創
・
ご

扣
川
年
記
念
▽
平
成
n
年
3
月
末
現

在
卒
業
生
総
畝
7
千
迴
人
-
『
・
平
成
1
1

年
3
u

現
在
6

学
紋
、
生
徒
畝
叩

【
藤
巻
宏
三
校
長
先
住
か
ら
】

荒
川
と
隅
田
川
に
挾
次
れ
た
静
か
な

街
で

す
。
こ
の
地
岐
に
I
小
学
稜
―

巾

学
校
し
か
な
い
た
め
。
怎
化
は
9

年
間

。
睹
で

純
朴
で
仲
良
し
で
す
。
卒
業
時

に
思
い
出
の
品
奮
カ
プ
セ
ル
ド
ー
ム
に

納
め
、
1
5
年
暖
に
再
ぴ
開
封
す
る
こ
と

が
伝
統
に
な
っ
て
い

ま
す
。
生
徒
は
楽

し
み
に
し
て
り

チ

。
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く
ら

し

の
情
報

国

保

徴
収
嘱
託
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

対
象
卜
区
内
在
住
の
3
0
歳
か
ら
6
3
歳
ま

で
の
方
内
容
卜
主
に
戸
別
訪
問
に
よ

る
国
民
健
康
保
険
料
の
集
金
雇
用
期

間
卜
8
月
1
日
～
1
2
年
7
月
3
1
日
定

員
H
若
干
名

勤
務
条
件
卜
月
1
8日
動

務
(
休
日
、
夜
間
も
含
む
)

給
与
卜

基
本
給
(
日
額
5
千
4
7
0円)
十
能
率
給

平
均
1
6万
1
千
円
(
手
取
り
)

申
込
卜

自
筆
履
歴
書
と
作
文
「
我
が
冢
の
健
康

法
」(
8
0
0
字
程
度
)
を
持
参

選
考
方

法
卜
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

期
限
卜
5

月
2
1日

申
・
問
先
H
滞
納
整
理
第

∵

二
係

国
保
協
定
旅
館

東
京
近
県
の
旅
館
な
ど
(
表
1
)
が

割
引
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

対

象
H
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
卜

施
設
へ
直
接
電
話
予
約
(
足
立
区
国
保

課
扱
い
左
け
て
く
だ
さ
い
)
。予
約
が

と
れ
ま
し
た
ら
国
保
ガ
イ
ド
4
3ペ
ー
ジ

の
利
用
券
(
国
保
課
・
区
民
事
務
所
に

も
あ
り
ま
す
)
夲
痔
参

※
料
金
な
ど

く
わ
し
く
は
直
接
施
設
へ
お
問
い
合
わ

せ
ぐ
だ
さ
い

問
先
卜
庶
務
係

表1　 国保協定旅館一覧表

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
の
方
は
、
国
民
健
康
保
険

を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
袤
だ
、

僉
恥
戸
蔘
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保

陳
沢
賢
鴛
瓦
方
や
、
そ
の
扶
養
家
族

の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。(牛
活
保
護
受
給

中
の
万
、
在
留
期
間
が
1
年
禾
満
の
外

国
籍
の
方
は
除
く
)
。届
け
出
が
遅
れ
た

樊
R

保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
ま
で
(

最
長
2
年
)
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
n
ま

す
が
、
医
療
給
付
は
原
則
と
し
て
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

加
入
申
込
日
職
場
の

健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
(
資
格
喪

失
証
明
書
、
離
職
票
、
退
職
証
明
書
な

ど
や
め
た
月
日
が
確
認
で
き
る
も

の
ン
家
族
が
す
で
に
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
国
民
健
康
保

険
証
/
7
0歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年
金
、

共
済
年
金
(
国
民
筐
彩
啄
く
)
の
受

給
資
格
の
苳
る
方
は
年
金
証
書
(
年
金

受
給
開
始
時
に
届
い
た
、
被
保
険
者
期

間
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
)

喪
失

の
届
出
目
動
務
先
の
健
康
保
険
証
/
国

民
健
康
保
険
証
を
窓
口
に
持
参

※
変

更
後
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い

申
先
卜
各
区
民
事
務
所
ま
た
は

国
民
健
康
保
険
課

問
先
卜
資
格
賦
課

係

4
月
～
6
月
分
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

U
廈
国
民
健
康
保
険
料
の
通
知
書

と
4
月
～
6
月
分
納
付
書
を
、4
月
1
6

日
に
発
送
」稾
す
。た
だ
し
、今
回
通

知
す
る
保
険
料
は
、1
0
年
度
住
民
税
額

を
も
と
に
仮
計
粹
し
て
あ
り
ま
す
。H

年
度
保
険
料
は
、H
年
度
住
民
税
額
が

決
定
し
た
時
点
で
再
計
算
し
ま
す
の
で

。7

月
以
降
に
改
め
て
決
定
金
額
を
通
知

し
ま
す
。

問
先
U
資
格
賦
課
係

日
帰
り
施
設
【
温
泉
割
引
券
】

4
月
―
日
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
健
康

保
持
・
増
進
を
目
的
と
し
て
、
日
帰
り

施
設
事
業
を
実
施
に
稾
し
た
(
表
2
)
。

疲
労
回
很
と
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
(
割
引
券
は
H
年
度

「
国
保
ガ
イ
ド
」に
つ
づ
り
込
み
に
な
っ

て
い
ま
す
)
。

問
先
日
庶
務
係

表2　 日帰り施設

年

金

安
心
な
老
後
に
国
民
年
金

・
国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す

か
2
0
歳
(
学
生
も
含
む
)
か
ら
6
0歳

ま
で
の
方
は
、
必
ず
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
・
共
済
變
吊
い
ず
れ
か
の
年
金

に
加
入
に
な
け
れ
ば
な
n
ま
せ
ん
。

▽
ま
だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
、

ま
仭
器

社
夸
や
め
て
厚
生
年
金
の
資

格
を
喪
失
し
た
ま
ま
の
方
…
加
入
の
手

続
き
が
必
要
で
す

▽
国
民
年
金
加
入
者
で
、
就
職
し
て
厚

生
年
金
等
に
加
入
し
た
方
・
:喪
失
の
手

続
き
が
必
要
で
す

マ
3
1歳
以
下
の
方
へ
・
-・
年
金
未
加
入
で

国
民
年
金
加
入
の
届
出
を
し
て
い
な
い

方
に
も
年
金
手
帳
と
納
付
書
を
お
送
り

し
ま
す

問
先
卜
適
用
係

s
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
1
0
年
度
の
納
付
書
は
4

月
3
0日
を
過
ぎ
忝
と
使
用
で
膏
垂
せ
ん
。

お
早
め
に
ご
納
付
く
だ
さ
い
。

問

先
卜
保
険
料
係

亜
今
月
は
老
齢
福
祉
年
金
証
書
の
提
出

月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
(
緑
色
の
手

帳
で
、郵
便
局
の
窓
口
で
直
接
受
け
取

っ
て
い
る
年
金
)
を
受
け
て
い
る
方
は
、

4
月
期
の
支
払
い
(
4
月
9
日
か
ら
)

を
受
け
取
り
ま
し
た
ら
、そ
の
証
書
(
手

帳
)
を
国
民
年
金
屎
に
提
出
し
て
ぐ
だ

さ
い
。こ
れ
は
、8
月
期
の
支
払
い
金

額
を
年
金
証
書
に
記
入
す
る
た
め
で
y
。

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

問

先
卜
給
付
係

圏
保
険
料
・
2

年
前
納
の
お
知
ら
せ
　
3

月
5

日
号
の
あ
だ
ち
広
報

「
年
金

特
集
号

」
で

。
保
険
料
の
前
納
に
つ
い

て
3

種
類
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
。

そ
の
中
の

「2
年
前
納

」
は
、1
2
年
4

月
以
降
の
保
険
料
改
正
案
が
年
金
制
度

改
正
と
併
せ
て
国
会
で
審
議
中
の
た
め

、

今
月
中
に
法
案
が
成
立
し
な
い
豐

ほ

取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん

。

事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
し

た
方

、
申
し
込
み
の
予
定
夸
さ
れ
て
ぃ

た
方
は
、「1

年
払
い

」「
半
年
払
い
」の

前
納
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
ぷ
プ
お

願
い
匚
爺
T

。

問
先
日
保
険
料
係

生

活

環

境

水
洗
化
工
事
融
資
あ
っ
せ
ん
金
利
の
改
定

内
容
H
水
洗
化
工
事
(
水
洗
便
所
へ
の

切
り
懋
疋
、浄
化
槽
の
撤
去
、排
水
設

儕
の
設
置
)
の
資
金
に
お
困
り
の
方
に
。

一
定
の
条
件
で
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、

利
子
の
一
苧
嘉
嶇
し
廖
y
。融
資

額
卜
5
万
円
～
3
5
万
円
金
利
H
▽
貸

付
金
利
…
M
%

▽
利
用
者
負
担
…
1
4
5
%

マ
区
補
給
・
:
1
4
5
%
(
1
1

年
4
月
―
阡
受
付
分
よ
り
適
用
)

※

工
事
着
工
後
の
等
吁
付
け
は
で
膏
歪
せ

ん
。
必
ず
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い

申
・
問
先
卜
計
画
調
整
課
助
成
係

住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
家

屋
の
玄
関
な
ど
に
取
ひ
付
け
て
あ
る
住

居
表
示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を
破

損
・
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
に
は
、
窓

囗
で
新
し
い
住
居
表
示
板
を
無
料
で
再

交
付
し
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
H
住

居
表
示
担
当

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
・
;
申
し
込
み
方
法
期
限
・
:
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

区
民
相
談
室
「
交
通
事
故
相
談
」

予
約
制
に
な
り
ま
す

今
年
度
か
ら
、
交
通
事
故
相
談
は
予

約
制
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
予
約

の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
日
午
前
9
時
～
午
後
3
時

間
先
卜
広
聴
相
談
係

掲
示
板

・
1
1
年
度
後
期

「
国
際
市
民
交
流
協
力

事
業
」
助
成
対
象
事
業
募
集

対
象
H
都
内
の
非
営
利
団
体
が
自
主
的

に
行
な
う
国
際
交
流
事
業
な
ど
で
1
0
月
～

麗
百
月
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
事
業

受
付
期
間
卜
5
月
6
日
～
6
月
1
8
日

問
先
卜
脚
東
京
都
国
際
交
流
財
団
国
際

交
流
課
助
成
事
業
係

昔
(
5
2
2
1
)
9
0
2
1
n

S
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
2
級
課

程
(
昼
・
夜
間
コ
ー
ス
)
受
講
生
募
集

日
程
卜
▽
昼
間
コ
ー
ス
・
:
5
月
1
0
日
～

6
月
3
0
日
(
全
2
2
日
)
、午
前
9
時
卯
力
～

(
6
～
7
時
間
)
マ
夜
間
ヲ
ー
ス

・
:
5
月
1
0
日
～
7
月
2
6
日
(
全
4
0
日
)
、

午
後
6
時
～
(
2
8
4
時
間
)
場
所
ト

ト
ー
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
足
立

店
(
中
央
本
町
四
丁
目
)

対
象
卜
都
内

で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
こ
と

を
希
望
す
る
方
で
全
日
受
講
で
き
る
方

定
員
卜
各
5
0
人

費
用
H
8

万
円

期

限
卜
4
月
2
0
日

、
午
後
5

時

申
込
日

所
定
の
申
込
書
を
郵
送
次
た
は
持
参

申
・
問
先
日
医
療
社
団
法
人
福
寿
会

〒
1
2
1・0
8
1
1

梅
島
1
1
9
-
5

゛
(
5
6
8
1
)
5
8
7

S
都
道
の
道
路
補
修
工
事

燻
衂
7
1
1
①
環
状
7
号
線
↓
(
谷
田
陸
橋

付
近
↓
(
谷
田
歩
道
付
近
②
足
立
川

口
線
…
足
立
流
通
セ
ン
タ
ー
交
差
点
付

近
～
入
谷
四
丁
目
付
近
時
期
卜
①
4

月
ご
ろ
～
8
月
ご
ろ
ま
で
②
4
月
ご

ろ
～
1
2年
1
月
ご
ろ
ま
で

問
先
卜東

京
都
笙
(
建
設
事
務
所
補
修
係

`
″
(
3
8
8
2
)
1
1
5
1

・
都
・
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開

日
時
八
4
月
1
6
日
窗
、
午
前
1
0
時
～
午

後
4
時

内
容
卜
講
演
、
革
工
芸
教
室
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
、
施
設
見
学
ほ
か

場
・
問
先
卜
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
(

墨
田
区
東
墨
田
3
-
3
j
1
4
)

゛
(
3
6
1
6
)
1
6
7
1

・
源
氏
物
語
を
読
む

日
時
卜
5
月
2
8
日
～
7
月
1
6
日
の
毎
週

金
曜
日
、
午
後
6
時
～
&
時
(
最
終
日

は
午
後
7
時
ま
で
)

対
象
卜
成
人
4
0

人
(
抽
選
)

費
用
卜
6
0
0
円
程
度

申

込
卜
往
復
(
ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明

記

場
・
申
・
問
先
日
都
・
江
北
高
校

〒
閇一
・
〇
〇
1
4
西
綾
瀬
4
-
1
4
-
3
0
　
　
　
　

昔
(
3
8
8
0
)
3
4
1
1

・
墨東
郵
趣
連
合
会
ミ
ニ
切
手
展

期
間
卜
4
月
1
9
日
～
2
8
日
内
容
卜
切

手
趣
味
週
間
に
ち
な
む
切
手
の
展
示

場
・
問
先
卜
足
立
郵
便
局

`
一
一
(
3
8
8
1
)
2
6
0
0

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
が
「
往
復
「
ガ
キ
」
の
場

合
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で

=
開

催
=

▼
4
月
2
5日
即

梅
田
七
丁
目
児
童
遊

園

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

※
雨
天

の
場
合
4
月
2
9日
/
2
2区画
/
和
田
　

昔
(
3
8
8
7
)
7
2
2
8

=
出
店
者
募
集
=

y
4
月
2
5
日
剛
・
5
月
2
日
間
北
千

住
イ
ベ
ン
ト
広
場
(
旧
本
庁
舎
跡
地
)

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中

止
/
1
0
0区
画
/
出
店
料
無
料
～
2
千

円
/
電
話
/
大
島

登
(
3
8
8
)
8
2
3
0

▼
5
月
2
日
剛
区
役
所
南
側
広
場

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中

止
/
8
0
区
画
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(

ガ
キ
(
4
月
2
5
日
必
着
)
※
区
画
数

豐
叨
記
/
〒
1
2
0
・
0
0
0
t
東
綾
瀬
郵

便
局
留

ピ
ー
プ
ル
・
井
手

合
0
8
(
3
1
8
)
3
4
3
8

y
5
月
9
日
㈲
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
地
)
午
前
1
0
時
～
午

後
2
時
3
0分

※
雨
天
中
止
/
6
0区

画
/
出
店
料
千
円
～
千
5
0
0円/
往
復
(

ガ
キ
(
4
月
2
1日
必
着
)
/
〒
1
2
0・0
0
0
1

大
谷
田
団
地
内
郵
便
局
留

小
山

昔
O
了
O
(
5
0
8
7
)
8
9
6
4

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ
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生
け
垣
づ
く
り
に

助
成
し
ま
す

み
ど
り
豊
か
な
街
並
み
づ
く
り
の
た

め
、
退
路
に
面
し
た
部
分
で
の
牛
吁
垣

緑
化
工
亊
な
ど
に
助
成
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
(
表
3
)
。
地
震
な
ど
の
災
害
時
に

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
屏
な
ど
を
、
吉
磁

に
造
ひ
か
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
塀
の
撤

去
費
用
も
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

問
先
日
み
ど
り
の
蚕
り
づ
く
り
係

表3　 助成金の交付額

※ 交付限度額は3{ }万円まで

※ 塀の撤去は緑化工事延長と同じ長さまで

「(
仮
称
)
汐
留
A

街
区

、B

街
区

、C
街
区
開
発
事
業
」

見
解
書
の
公
示
・
縦
覧

と
説
明
会
に
つ
い
て

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、4
月
2
0日
㈹
に
見
解
書
が

公
示
さ
れ
、
次
の
と
お
り
縦
覧
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
見
解
書
の
内
容
に
つ
い
て
、

環
境
保
全
の
見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
都

民
の
方
は
、
意
見
譽
蓖
田
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
卜
4
月
2
1

日
1
1
1年
5
月
1
0日

※
土
・
日
・
祝

日
は
休
み

縦
覧
時
間
卜
午
前
9
時
3
0

分
I
午
後
4
時
3
0分

縦
覧
場
所
卜
足

立
区
役
所
環
境
課
、
都
・
環
境
影
響
評

価
審
査
室
(
都
庁
)
・
恵
只
都
多
摩
環
境

保
全
事
務
所
(
立
川
合
同
庁
舎
)

※
な
お
、見
解
書
は
次
の
場
所
で
叭
蘭

覧
で
き
ま
す
(
閲
覧
期
間
は
縦
覧
期
間

と
同
じ
。閲
覧
時
間
は
開
館
時
間
内
)

・
;
中
央
図
書
館
、千
住
図
書
館
、竹
の

塚
図
書
館
、
舎
人
図
書
館
、
保
塚
図
書

館
、
江
北
図
書
館
、
興
本
図
書
館
、
伊

與
図
書
館
、
宮
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書

館

意
見
書
の
要
件
(
意
見
書
の
提
出

の
た
め
に
必
要
な
記
入
事
項
)
卜
①
氏

名
、
住
所
(
都
外
在
住
で
都
内
在
学
・

在
勤
の
方
は
そ
の
旨
を
明
記
)

②
対

象
事
業
の
名
称

③
意
見

意
見
書
の

提
出
期
限
卜
5
月
2
0日
(
消
印
有
効
)

意
見
書
の
提
出
・
問
先
卜
都
・
環
境
影

響
評
価
審
査
室

〒
1
6
3
・
8
0
0
1

新

宿
区
西
新
宿
2
1
8
-
1

第
一
本
庁

舎
北
塔
3
6階

a
(
5
3
2
1
)
1
1
1
1
㈹

マ
説
明
会
・
:
5
月
6
日
困
、午
後
6
時

3
0
分
～
午
後
8
時
3
0
分
千
住
区
民
ホ

ー
ル

問
先
卜
汐
留
A
街
区
、B
街
区
、c

街
区
合
同
建
設
相
談
室

登
(
3
5
7
5
)
1
6
2
0

催
し

物
ガ
イ
ド

消
費
者
講
座
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
広
が
る
世
界
。

あ
な
た
も
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
し
て
み
ま
せ
ん
か
?
」

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ん
て
さ
わ
っ

た
こ
と
は
な
い
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

つ
て
わ
か
ら
な
い
け
ど
興
味
が
あ
る
」。

そ
ん
な
方
に
、
実
際
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
操
作
レ
な
が
弧
わ
か
ひ
や
す
く
お

話
し
し
ま
す
。

日
時
日
4
月
2
0日
㈹
、

午
後
2
時
～
4
時
対
象
日
区
内
在

住
・
在
動
の
方

定
員
日
4
0人(
先
着

順
)

費
用
H
無
料

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
卜消
費
者
セ
ン
タ
ー
　

S
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

博
物
館
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

「
あ
だ
ち
風
土
記
巡
り
」

区
内
の
風
景
や
町
並
み
を
歩
い
て
見

学
学
習
し
、地
域
ご
と
に
異
な
る
成
り

立
ち
や
特
徴
な
ど
を
再
発
見
し
ま
す
。

日
時
H
第
1
土
曜
日
(
1
0
回
・
通
年
)
、

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
定
員
卜
8
0
人

(
抽
選
)
費
用
卜
無
料
(
交
通
費
・
昼

食
は
自
己
負
担
)
申
込
卜
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
明
記
期

限
卜
4
月
3
0
日
(
消
印
有
効
)
※
参
加

者
に
は
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
(
5
月

1
5
日
出
、午
後
2
時
～
3
時
3
0
分
)

塲
・
申
・
問
先
卜
郷
土
博
物
館
〒

1
2
0
・
0
0
0
1
大
谷
田
5
-
2
0
-
I
　
　
　
　

登
(
3
6
2
0
)
9
3
9
『
3

女
性
団
体
の
学
習
活
動
を

支
援
し
ま
す

対
象
H
区
内
に
活
動
の
主
体
を
置
き
、

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
が
7
人
以
上
(

う
黔
ヌ
性
が
7
割
以
上
)の
団
体

内

容
H
女
性
問
題
学
習
の
た
め
の
講
師
派

遣
お
よ
び
そ
の
費
用
の
一
部
の
援
助

定
員
裁
崖
体
(審
査
お
よ
び
抽
選
)

申
込
目
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
所

定
の
申
講
書
を
提
出

期
限
卜
4
月
3
0

日
必
着

申
・
問
先
卜
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー

〒
1
2
3
・
0
8
5

」t梅
田
7
1
3
3
　
　
　

き
(
3
8
8
0
)
5
2
2

勹乙

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
幼
児
の
た
め
の

簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
」

好
き
嫌
い
を
な
く
し
て
、栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
た
安
く
て
・
早
く
て
・
お

い
し
い
料
理
を
作
り
ま
す
。日
時
卜

5
月
1
3
日
・
2
0
日
・
2
7
日
、い
ず
れ
も

木
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
対
象
H

幼
児
の
い
る
母

講
師
卜
津
津
節
子
氏
(

料
理
研
究
家
)

定
員
日
1
5人
(
先
着

順
)

費
用
卜
千
9
5
0円(
材
料
費
・
保

育
保
険
料
)

※
お
无
兄
の
保
育
を
し

ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

申
・
問
先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

g
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

締
め
切
り
せ
ま
る

「
実
践
地
区
」募
集

「
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協

議
戸

が
定
め
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
1

年
間
活
動
す
る
地
域
団
体
を
「
実
践
地

区
」
に
指
定
し
、
活
動
の
叉
援
・
助
成

を
し
ま
す
。

テ
ー
マ
ト
地
域
か
ら
は

じ
め
よ
う
!
ま
ち
の
環
境
美
化

定

員
卜
2
5団
体
(
地
区
町
連
単
位
で
1
団

体
)

申
込
卜
電
話

期
限
卜
4
月
3
0

日

申
・
問
先
卜地
域
振
興
課
育
吸
係

足
立
の
民
謡
を

広
め
る
会

足
立
に
伝
わ
る
古
い
民
謡
を
歌
い
継

聟
汞
し
ょ
う
。
今
回
は
「
保
木
間
節
」

で
す
。

日
時
卜
4
月
1
8日
凹
、
午
前
9

時
4
5分
開
演

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

費
用
H

無
料

申
込
卜
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
卜
文
化
振
興
係

初
心
者
の
た
め
の

「
区
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

日
程
等
卜
表
4

対
象
卜
区
内
在
住
・

在
動
・
在
学
の
方

定
員
卜
各
4
0人

費
用
卜
無
料

申
込
卜
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
・
種

目
・
場
所
を
明
記
(
I
人
1
枚
ま
で
)

期
限
H
4
月
2
3日
必
着

申
・
問
先
卜

体
育
振
興
係

〒
閇一・
8
5
1
0

中
央

本
町
1
1
1
7
1
1

表4　 区民スポーツ教室日程

※ ただし、千寿桜小(ファミリーテニス)の毎月第1 日曜日は休み

少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

対
象
卜
区
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学

生
で
組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
の
大
会
で
、
1
0

チ
ー
ム
以
上
ま
た
は
1
0
0人以
上
の
参

加
が
あ
り
、
要
項
・
規
約
が
明
確
な
も

の
。
た
だ
し
、
す
で
に
補
助
を
受
け
て

い
る
団
体
(
地
区
対
策
委
員
会
・
体
育

協
会
・
町
会
・
自
治
会
な
ど
)
が
主
催

す
る
大
会
は
除
く

申
込
H体
育
振
興

係
に
あ
る
補
助
金
交
付
申
請
譽
螽
田

期
限
卜
4
月
3
0日

申
・
問
先
日
体
育

振
興
係

高
齢
者
の
方
へ

・
老
人
会
館
の
手
芸
教
室

日
時
卜
5
月
～
7
月
の
第
2
・
第
4
土

曜
日
、午
後
1
時
～
2
時
3
0
分
対

象
卜
6
0歳
以
上
で
区
内
在
住
の
方

内

容
卜
ち
ぎ
り
絵
、
レ
ー
ス
繃
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
制
作

定
員
卜
3
0人
(
抽
選
)

費
用
H
無
料
(
教
材
費
一
部
負
担
)
申

込
卜往
復
(
ガ
キ
に
、住
所
、
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、年
齢
、電
話
番
柵
忝
明
記

期
限
日
4
月
1
5日
必
着

※
前
期
手
芸

教
室
を
受
講
し
た
方
や
他
の
教
案
麥
受

講
中
の
方
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

場
・
申
・
問
先
卜
老
人
会
館

〒
1
2
1・0
8
1
2

西
保
木
問
4
-
9
-
―

魯
(
3
8
5
9
)
9
7
3
つ£

!
こと
ぶ
き
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
軽
い
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
さ
ま
ざ
胥
退
動
夲
通
し
て
、健
康

づ
く
ひ
や
友
達
づ
く
り
忝
お
手
伝
い
し

ま
す
。※
送
迎
は
あ
n
ま
せ
ん
日

程
日
5
月
か
ら
り
一
年
3
月
の
毎
週
木
曜

日
、午
後
L
時
卻
分
A
時
3
0
分
(
月

1
回
の
会
食
日
は
午
前
1
0
時
～
午
後
1

時
)

対
象
H
6
5歳
以
上
で
各
種
教
室

や
講
座
な
ど
に
参
加
し
て
い
な
い
方

定
員
卜
2
0人

費
用
H
月
額
6
0
0円

申

込
卜
直
接
窓
口
ま
た
は
電
話
(
日
・

月
・
祝
日
は
休
館
)

場
・
申
・
問

先
H
千
住
老
人
館

a
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

上
沼
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業
事
業
計
画
を
決
定

上
沼
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事

業
計
回
が
次
の
ぶ
つ
に
決
定
さ
れ
ま
し

た

。土
地
区
画
整
理
法
(
昭
和
2
9
年
法
律

第
1
1
9
号
)
第
5
2
条
第
1
項
の
規
定
に
基

づ
き
、恵
`
都
市
計
画
事
業
上
沼
田
南

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
春
決

定
し
た
の
で

、
同
法
第
5
5
条
第
1
項
の

規
定
に
よ
り
次
の
と
お
ひ
告
示
す
る

。

平
膊
1
1
年
4
月
1

日

足
立
区
長

吉
田

万
三

▽
土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称
・
:
柬
京

都
市
計
画
事
業
上
沼
田
南
土
地
区
画
整

理
事
業
▽
施
行
者
の
名
称
…
東
京
都

足
立
区
マ
施
行
地
区
…
足
立
区
江
北

E
T
目
、江
北
四
丁
目
お
よ
び
江
北
五

丁
目
の
各
一
部
マ
事
業
施
行
期
間
・
:

平
成
1
1
一
年
4
月
1
日
～
平
成
2
0
年
3
月

3
1日

マ
事
務
所
の
所
在
地
…
東
京
都

足
立
区
中
央
本
町
一
丁
目
1
7番
1

号

足
立
区
役
所
内

マ
事
業
計
画
の
決
定

年
月
日
…
平
成
H

年
4
月
1

日

圏
事
業
決
定
後
の
事
務

▽
土
地
の
地
積
の
実
測
確
認
申
請

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
整
理
前
の

土
地
の
位
置

、
形
状
、
地
積
等
を
畆
と

に
、整
理
後
9
施
(
換
地
)
を
定
め

康
y
。換
地
を
定
め
る
と
き
の
基
準
と

な
る
整
理
前
の
地
積
は
、
原
則
と
し
て

土
地
登
記
簿
の
地
積
を
も
と
に
し
康
瓦

し
か
し
、
土
地
に
よ
っ
て
は
、
実
際
の

地
積
と
登
記
地
積
と
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
ぶ
冫
な
場
合
、
土
地
所
有
者
は

実
際
の
地
積
を
証
明
す
る
図
面
等
夲
添

え
、
地
積
の
確
認
を
厠
行
者
に
申
請
で

き
ま
す
。
認
め
ら
れ
る
と
、
そ
の
地
積

を
基
準
地
積
と
し
ま
す
。

期
限
日
1
1一

年
6
月
3
0日

マ
土
地
に
関
す
る
権
利
関
係
の
申
告
等

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
換
地
設
計
、

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
の
選
挙
、

事
業
の
通
知
等
権
利
の
保
護
の
た
め
、

事
業
計
画
の
決
定
の
日
か
ら
、
換
地
処

分
の
日
ま
で
、
施
行
地
区
内
の
皆
‘
{ん

り
主
地
の
権
利
関
係
を
正
確
に
把
顛
ず

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

権
利
の
把
握
は
、
土
地
登
記
簿
等
で

調
査
し
ま
す
が
、
借
地
権
等
の
権
利
に

つ
い
て
は
、
登
記
さ
れ
て
い
な
い
豐
に

が
あ
ひ
ま
す
。
こ
の
ぷ
冫
S
翌
[一
、
施

行
者
に
そ
の
権
利
の
種
別
、
内
甞
等
を

申
告
、
届
出
し
て
い
た
だ
孝
l
y

。

①
借
地
権
の
申
告
(
建
物
所
有
を
目
的

と
す
る
地
上
権
、
借
地
権
)

②
借
地

権
以
外
の
権
利
の
申
告
(
建
物
所
有
を

目
的
と
し
な
い
地
上
権
、
借
地
権
、
永

小
作
権
等
)

③
権
利
変
動
届
(
①
、

②
の
権
利
の
名
義
、
面
積
等
の
変
動
、

権
利
の
消
滅
が
あ
っ
た
と
き
)

▽
建
築
物
等
の
制
限

「
事
業
計
画
」の
決
定
後
、
施
行
地
区

内
で
次
の
ぶ
刄
逼
築
行
為
等
夸
歹
る

方
は
、
都
知
事
又
は
区
長
の
許
可
が
必

要
で
す
。

①
建
築
物
そ
の
他
工
作
物

等
の
新
築
、
改
築
、
増
築

②
土
地
の

形
質
の
医
哭
(
土
地
の
傴
土
、
切
土
な

ど
)

③
移
動
の
容
易
で
な
い
物
件
の

設
置
、
ま
た
は
土
砂
の
堆
積
等

※
こ

れ
ら
は
、
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

土
地
区
画
整
理
法
第
7
6条
第
1
項
で
定

め
ら
れ
た
も
の
で
す

・
事
業
計
画
の
閲
覧

こ
の
上
沼
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業

を
行
う
た
め
、法
律
に
基
づ
き
事
業
計

画
、施
行
規
程
、施
行
細
則
が
定
め
ら

れ
て
い
ホ
y
。こ
れ
ら
は
、区
画
整
理

課
で
閲
覧
で
膏
乖
歹
。

-
い
ず
れ
も
I

問
先
卜
区
画
整
理
課

イラスト・身近な話題を募集中!

みん な
の

ペ ージ

申・問先= 広報係
〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

あ

だ

ち

を

歩

き

ま

し

た

中
田
理
恵
子
さ
ん
(
西
新
井
在
住
)

私
は
四
代
続
い
た
あ
だ
ち
っ
子
で
す
。

先
日
、
友
人
と
「
新
春
仞
あ
る
き
・
わ

が
街
あ
だ
ち
」
と
題
し
、
足
立
区
の
地

図
夲
持
ち
、2
日
間
か
け
ア
定
立
区
の
1

分
の
2
奎
}
お
っ
て
章
両
し
た
。
今

ま
で
足
立
区
の
こ
と
を
私
は
あ
ま
り
知
n

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
公

園
や
施
設
を
見
学
し
て
、
改
め
で
疸
立

区
の
艮
さ
を
新
発
見
し
、
足
立
区
が
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
都
市
農
業
公
園
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
時
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
や
障
害
を
も

つ
方
と
一
緒
に
働
い
て
、
と
て
も
勉
強

に
な
n
ま
し
た
。
も
っ
と
足
立
区
の
こ

八
晏
知
口
た
い
で
于

。

2
日
間
お
疲
れ
さ
汞
で
し
た
。
足
立

区
は
ま
だ
ま
だ
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
か
う
も
た
く
さ
ん
の
「
足
立
」
を

発
見
し
て
く
だ
さ
い
ね
。(
広
報
係
)

□ 地域ギャラリー現代美術展　日時=4月17日出～25日( 日) 、正午～午後7時( 最終日は午後5時) 　場所=綾瀬プルミエ　費用=無料　問先=文化振興係
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少
年
活
動
を
応
援
し
ま
す

・
君
も
き
て
み
ま
せ
ん
か
?

「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
子
ど
も

会
な
ど
で
み
ん
な
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、

地
篆
必
躍
す
る
中
学
生
や
高
校
生
の

こ
と
を
い
い
嫐
y
。
み
ん
な
と
話
匚
X
=

い
な
が
ら
。
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
聚
甲
心
に
な
っ
て
進
め
た
り

し
ま
す
。
研
修
で
は
、
実
際
に
ゲ
ー
ム

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
楽

し
く
学
ん
で
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

集
団
で
遊
び
た
い
人
、
キ
ャ
ン
プ
し
た

い
人
、
ど
ん
ど
ん
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
A

・
B
・
C
・
実
践
の
4
つ
の
コ
ー
ス

で
段
階
的
に
学
習
し
ま
す
。

日
程
等
日
表
―

申
込
卜
申
込
書
岑
提
出

麈
自
然
の
な
か
で
大
冒
険

「
9
9ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
の
1
0
日
間

。

テ
ン
ト
で
の
寝
泊
ま
ひ
や
か
ま
ど
で
の

野
外
炊
事
な
ど
膏
坏
験
し
ま
す

。
長
時

間
の
山
歩
き
の
ほ
か

、
楽
し
み
尽
催
し

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
自
然
環
境
の

下
で
の
様
々
な
野
外
活
動
体
験
を
通
じ

て

、
自
ら
考
え

、
工
夫
し

、
行
動
す
る

力
を
餐
い
ま
す

。

日
程
卜
7
月
3
1
日

～
8

月
9

日

場
所
卜
栃
木
県
矢
板
市

「
県
民
の
森
」

対
象
卜
区
内
在
住
の
小

学
5

年
生
か
ら
中
学
3

年
生
で

、
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
修
了
者
ま
た

は
受
講
中
の
方

定
員

卜
6
0人
程
度
(

選
考
)

費
用
卜
食
材
費
・
交
通
費
等

実
費
負
担
(
3

万
2

千
円
程
度
)

申

込
日
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、

青
少
年
課
少
年
育
成
係
に
郵
送
ま
た
は

持
参

※
申
込
書
は
4

月
中
旬
か
ら
少

年
育
成
係

、
住
区
セ
ン
タ
ー
窓
口
や
子

ど
も
会
を
通
じ
て
配
布

期
限
卜
5
月
3
1

日
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

募
集
:
-
キ

ャ
ン
プ
期
間
中
の
子
ど
も
た
ち
の
班
つ

き
り
I

ダ
ー
を
募
集
し
ま
す

。
子
ど
も

会
活
動
な
ど
に
関
心
が
あ
り

、
キ
ャ
ン

プ
全
日
程
と
事
前
・
事
後
研
修
会

、
現

地
調
査
等
に
参
加
で
き
る
方
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す

。

対
象
H
高
校
生
以
上

の
方

申
込
卜
電
話

・
子
ど
も
会
な
ど
の
団
体
で
ど
う
ぞ
　

「
区
内
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
」

夏
休
み
期
間
中
、元
溯
江
公
園
内
に

小
さ
な
キ
ャ
ン
プ
場
を
開
設
。キ
ャ
ン

プ
用
品
も
貸
し
出
し
ま
す
。期
間

等
卜
7
月
2
0
日
～
8
月
3
1
日
(
1
泊
2

日
コ
ー
ス
・
=
午
後
1
時
～
翌
日
の
午
前

1
1
1
1
一
時
/
日
帰
り
コ
ー
ス
…
午
前
1
1
一
時
～

午
後
9

時
)

対
象
卜
区
内
少
年
団

体
等
(

利
用
者
1
5人
に
つ
き
、
教
育
委

員
会
指
定
の
講
座
修
了
者
1

人

が
必

要
)

申
込
日
往
復
(

ガ
キ
に
団
体
名
、

代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

「
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
希
望

」
か

「
キ
ャ

ン
プ
用
品
外
部
貸
出
希
望

」と
明
記
(
I

団
体
1

通
・
重
複
申
込
は
無
効
)

期

限
卜
5
月
2
5
日
必
着

公
開
抽
選
卜
5

月
9
7一
日

、
午
後
6
時
(

区
役
所
南
館
1
2

竪

謳

室
)
※
抽
選
後
、
結
果
を
通
知

し
ま
す

。
ま
た
、
抽
選
後
の
噐

卮
6

月
8

日
か
ら
随
時
受
け
付
け
ま
す

・

講
座
「H
O
W
T
O

キ
ャ
ン
プ
」

野
外
活
動
の
指
導
者
に
必
要
な
知
識

と
実
技
(
テ
ン
ト
設
営
・
野
外
炊
事

等
)

を
学
び
ま
す
。
修
了
者
に
は
修
了

証
牽
交
付
し
ま
す
。
※
修
了
証
は
夏
休

み
期
間
中
に
開
設
さ
れ
る
元
渕
江
公
園

少
年
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
時
に
必
要
に

な
り
ま
す

日
時
等
卜
表
2

対
象
日

簇

望

莟

年

の
育
凛

凛

携

わ
っ
て
い
る
方

講
師
と

二
三
太
氏

費
用
卜
無
料
(

食
材
費
の
み
実
費
)

申
込
卜
電
話

期
限
卜
5
月
7

日

-
い
ず
れ
も
1

申
・
問
先
卜
青
少
年
課
少
年
育
成
係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
―
-
1
7
-
l
a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表1　 ジュニアリーダー研修会の日程等

表2　HOW　TO　 キャンプ

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
(
1
2
)

江

北

橋

江
北
・
扇
と
宮
城
・
公
迴
抱
ぶ
江

北
橋
。
木
造
だ
っ
た
旧
江
北
櫺
は
、
今

よ
り
も
少
し
上
流
の
隅
田
川
と
荒
川
の

一
番
接
近
す
る
と
こ
ろ
に
架
か
っ
て
い

ま
し
た
(
昭
和
4
1年
架
替
)
。現
在
、

江
北
橋
の
と
な
り

に
は
、
首
都
高
速

道
路
の
ア
ー
チ
橋

が
新
し
く
架
か
り
、

大
小
の
ア
ー
チ
が

親
子
の
よ
う
に
並

び
ま
す
。
欄

干
に
あ
し
ら

わ
れ
た
桜
の

花
は
、
か
つ

て
の
江
北
五

色
桜
に
ち
な

ん
だ
も
の
で

す
。
夜
に
な

っ
て
、
ラ
イ

卜
が
点
灯
す
る
と
、
昼
間
と
は
ま
た
違

っ
た
趣
が
あ
り
ま
す
。
(

広
報
課
)

花 だ よ り

山 吹

色
鉛
筆
の
や
ま
ぶ
き
色
で
も
知
ら
れ
、

黄
金
を
こ
の
色
に
た
と
え
る
ほ
ど
鮮
や

か
な
黄
色
い
花
を
こ
の
時
期
に
咲
か
せ

ま
す
。

花
の
色
が
淡
く
一
重
咲
き
の
も
の
は
、

山
地
で
も
見
ら
れ
る
原
種
で
、
秋
に
は

実
を
つ
け
ま
す
。
ま
た
、
庭
や
公
園
に

も
植
え
ら
れ
、
八
重
咲
き
で
腆
黄
色
の

大
輪
の
花
を
つ
け
る
。ヤ
エ
ヤ
マ
ブ

タ

は
、
園
芸
品
種
で
す
。

木
の
高
さ
は
1
～
2
m
で
、
茎
が
群

か
っ
て
生
え
、
枝
は
貭
水
り
ぷ
つ
に
横

に
張
り
出
し
ま
す
。
こ
の
枝
が
細
い
た

め
、
山
吹
の
名
は
風
に
さ
ら
き
ら
と
揺

れ
る
様
子
の
ぶ
振
"
か
ら
つ
け
ら
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
花
の
本
番
、

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
の
木
や
草
か
ら
も

。小
六
茹
謐
に
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

{
公
園
緑
地
霈
》

X
山
吹
は
、
上
沼
田
東
公
園
(
江
北
6
-
1
0
)

ほ
か
、
多
く
の
公
園
、
児
童
週

園
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す

絵: 笹節子さん( 西新井栄町三丁目)
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たくさん
魚が釣れたよ

3
月
2
2日
、
元
溯
江
公
園
の
釣
り
池

で
少
年
魚
釣
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
釣
っ
た
コ
イ
の
数
を
競
う
の
は

小
・
中
学
生
6
7人
。
あ
い
に
く
の
強
風

で
水
面
が
波
立
ち
、
釣
り
に
は
悪
条
件

で
し
た
が
、
燬
多
成
績
は
な
ん
と
5
2匹

で
し
た
。

▲ 見て　見て　釣ったよ!

▲ 真剣なまなざしで〝アタリ〟を見逃さない

目
に
も
鮮
や
か
な
寒
緋
桜

～
押
部
公
園～

3
月
中
旬
、
屁
浜
六
丁
目
の
押

部
公
園
で
寒
緋
桜
が
満
開
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
桜
は
早
咲
き
の
桜
の
一
種

で
、
花
の
色
は
見
事
な
ピ
ン
ク
、

形
は
釣
鐘
状
で
下
向
き
に
咲
き
、

花
び
ら
は
認

諾

半
分
し
か
開

か
ず
、
観
る
人
に
艶
や
か
な
印
象

を
与
え
ま
す
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
先
ん
じ
て
、

公
園
を
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ご
存
じ
で
す
か
?
区
の
花
…
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

3
月
H
日
、「
区
花
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を

守
る
砂

の
皆
さ
ん
が
、
北
千
住
・
西

新
井
駅
の
両
駅
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
切

り
花
を
配
布
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、
区

の
花
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
歴
史
を
も
っ
と

区
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨

樸
様
で
し
た
が
、
道
ゆ
く
人
は
突
然
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
思
わ

ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

21世紀のまちづくりをめざして

関原の森に
「しいの木」植樹

関
原
一
丁
目
の
「
関
原
の
森
」
に
昨

年
病
気
で
枯
れ
て
し
ま
っ
た
し
い
の
木

に
代
わ
り
、
新
し
い
「
し
い
の
木
」
が

植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
祝
い
3
月
2
1

日
に
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
地
元
の
方
々
の
協
力
の

も
と
、
本
木
東
小
学
校
の
児
童
に
よ
る

金
簪
バ
ン
ド
演
奏
や
歓
迎
の
言
葉
で
、

植
樹
を
祝
い
ま
し
た
。

新
し
い
し
い
の
木
は
、
幹
回
ひ
約
凵
m

、
高
さ
約
8
m

。
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー

と
し
て
、
今
後
と
も
地
元
に
愛
さ
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲ 「たくさ んの思い出 をつくりま

しょう」と歓 迎の言葉

最
後
の
卒
業
式
　足
立
高
等
保
育
学
院

昭
和
4
6年
に
開
校
し
た
東
京
都
立
の

足
立
高
等
保
育
学
院
は
、
こ
の
1
月
3
1

日
で
、2
8年
の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
こ
の
間
、2
千
Ⅲ
人
の
保
母
さ
ん
(

保
育
士
)
を
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

3
月
1
4日
が
卒
業
式
と
な
り
、
学
院

最
後
の
学
生
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
午
後
の
大
同
窓
会
に
は
約
8
0
0

人
が
集
ま
り
、
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。

▲ 最後の卒業生は72人

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

こ
も
れ
び
が
オ
ー
プ
ン

3
月
1
6日
に
、
2
3区
初
の
痴
ほ
う
性

高
齢
者
向
け
施
設
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

こ
も
れ
び
し
(
西
新
井
五
丁
目
)
の
開
所

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
施
設
は
小

規
模
で
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
な
か
、
在

宅
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
中
程
度
の
痴

ほ
う
性
高
齢
者
が
、
職
員
の
援
助
を
受

け
な
が
ら
残
存
能
力
を
い
か
し
て
共
同

生
活
夲
退
る
も
の
で
す
。

※
入
居
者
は
決
定
し
て
い
ま
す
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